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1. はじめに 
日本の大学における外国語授業では、学習者が当該外

国語に対して高い学習動機付けを持っているとは限らな

い。抽選漏れなどで、意に染まない外国語を履修している

学生にとって、外国語学習の初歩は、退屈な作業ばかりで

できている。中国語学習は、発音と語彙に大きく依存する

ので、なおさらそう思う。 

もちろん、大学の言語教育が、せいぜい数日の旅行で滞

在中のサバイバルだけを目標とするならば、この方法を

特に改める必要はないだろう。ただ、来る日も来る日も、

教科書を音読し、単語を覚えるだけでは「興味を持たせ、

それを持続する」ことは困難だ。 

外国語授業が退屈なものにならないようにする方策と

して、近年CLIL（Contents Language Integrated Learning）

が注目を集めている。CLIL とは「外国語『を』学ぶ」授

業から、「外国語『で』学ぶ」授業へとシフトすることを

指す。 

ところが、英語以外のいわゆる初習外国語で、「外国語

で学ぶ」授業を実現するのは極めて困難である。英語なら

ば高校までの積み上げがあり、充実した授業を展開でき

るかもしれないが、初習外国語では難しい。「で」学ぶを

実現するために、「を」学ぶことが、よけいに厳しくなっ

ていくのでは、本末転倒であろう。 

そこで、CLILの Cを再定義し、教科コンテンツを直接

学ぶのではなく、希望するコンテンツを自律的に学ぶた

めの多言語スキルを身につけることをコンテンツとする

ような、コンテンツ駆動学習を構築する研究・実践を着想、

2020年度から試験的に授業を実施している。 
 

2. 外国語演習「インターネットで中国語」 
北海道大学の初習外国語は、1 年次に週 2 回、合計 60

コマが必修である。例年およそ 800 人が履修、統一教科

書で学び、学期末は統一試験がある。最終的には、ここに

CLIL的要素を導入する計画だが、非常勤講師を含む多数

の教員が担当しているため、内容や方法をもう少し詰め

る必要があると考え、文系学部の一部で必修の、外国語演

習科目で、人数を限って実施することにした。 
授業は週 1 回、1 学期 15 回ある。各回のテーマは表 1

のとおりである。前半は「インターネットと大学図書館で、

各分野の研究に必要な情報を収集するための方法」、後半

は「SNSなどでのコミュニケーションと、「中国語でのプ

レゼンテーション」を主に取り上げた。各回は、概ね次の

ように進行する。 
 

 
2.1 ウォーミングアップ（5分～10分） 
歌やドラマのワンシーン、中国式ラジオ体操、アニメの

一部など、視聴覚教材を鑑賞、フレーズを発音してみたり、

歌ってみたり、体操したり、決めポーズをしてみる。 
2.2 ミニ講義（30分以内） 
テーマに関して、「レファレンスの使い方」のような技

術や、「中国の Web サイトに掲載された情報の読み解き

方」などについて、教員が経験に基づいて話す。 
 
2.3 実習（30分程度） 
講義で取り上げた、各種「オンライン・レファレンス」、

場合によっては図書館の紙媒体も活用しながら、出され

た課題を解決してゆく。各種「チート技」の使用も認める。 
 
2.4 発展学習（自習） 
自分が興味を持っている内容について、様々な「疑問」

を考え、ネットを用いて、その疑問を解決する。また、自

分で選んだオンラインテキストを、自動翻訳・音声合成・

ピンイン（ラテン文字による“ふりがな”）自動付与など

のオンラインサービスを駆使して「自分専用教材」を作る。

最終課題の「プレゼンテーション」の準備を兼ねる。 
 
回 テーマ 

1-3 
○ これまで学んだ中国語の復習 
○ 中国語入力練習、中文 IMEのいろいろ 
〇 手書き・音声など多様な入力方法 

4-5 
〇 インターネットとWebのしくみ 
〇 百度ではじめる、中国語サイト検索 
【実習】辞書・レファレンスサイトを利用する 

6-8 
〇 中国の政治体制/政府や自治体のWeb発信 
〇 地図・官職・文芸――昔のことを調べる 
【実習】「工具書」サイトを使う 

9-10 
〇芸能と文芸 
〇中国料理 
【実習】テキスト解析で教材を作る 

11-12 
〇SNSで中国のオタクと出合う 
〇プログラミングで/を学ぶ中国語 
【実習】オンライン・コミュニケーション 

13-14 【実習】中国語でプレゼンテーション 

15 プレゼンテーション実践 
講 評 



 各自、自分の興味に基づいて、インターネットから面白

そうなテキストを発掘し、各種オンラインサービスを利

用して、辞書で意味を確認したり、ふりがなをふったり、

音声合成で発音を聞いたりして、あらゆるネットリソー

スを「教材」にできることを知った。また、KHCoder と
いうテキスト解析ソフトを用いて、頻出単語を調べて集

中的に学んだり、内蔵されている形態素解析エンジンを

利用して単語単位で切り分け、Google スプレッドシート

で単語集を作ったりした。 
  
3. 最終プレゼン 
こうして、検索や資料収集、分析などを通して、自分の

興味ある領域の語彙や例文を中心に収集し、無理なく身

につけることができた。最後に、それを用いて実際に中国

語で発表をすることを課した。主たるテーマを挙げる。 
・日本のアニメは中国にどのように受容されたか 
・易経と占いについて 
・中国発のビデオゲームについて 
・中国語の歌は本当に声調を踏まえていないのか 
・中国料理のプレゼンテーション 
・少林寺について・・・など 
最終回の発表は、ネイティブのTAとともに、プレゼン

資料と実際のプレゼン、それぞれを 5 段階で評価した。

特に2年目である2021年度では、必修クラスも全てオン

ラインだった、という学生が新 2 年生として履修してい

るので、発音が十分にできていないんじゃないか、と思っ

ていた。ところが、蓋を開けてみると、発音がとても流暢

な学生が多いことがわかった。 
授業で発音練習はほとんどしていないが、音声合成を

提供するサイトで練習しているせいか、正確で美しい発

音をする学生が多く、驚かされた。面白いのは、Google翻
訳の音声出力機能と、そっくりな読み方をする学生が少

なくないことである。ネイティブや教員が「ん？」と思う

ような、Google 翻訳の独特なクセまで再現している。こ

こまで似せるために、いったい、どれくらいの練習を積ん

だのだろう。クラスで一斉に読んだり、指名朗読すること

などがあれば、その場で「正しい読み方」を聞くこともで

きようが、そういうインスタントフィードバックを得ら

れないために、「とことんまで Google 先生の真似をする

ことになったのではないか。 
 

4. 学力面の効果 
2020・2021年に、受講生が誰も受けたことのない、3年

以上前の統一試験問題を解かせてみたところ、だいたい

80%程度の点数を上げていた。 
これは、レギュラークラスで、1年生が統一試験を受け

たときの平均に近い。この授業以外では中国語から離れ

ていたことを考えると、1年生の時から、中国語の学力が

落ちていない、と言え、少なくとも中国語を忘れない程度

には保持できた、と考えてよい。だが、「この授業のおか

げで、中国語の学力を落とさずにいられた」のか、「もと

もと成績優秀、かつ努力家で、1年やそこらで中国語の実

力が錆びないような学生だけが、この授業を履修してい

る」のかは、これだけではわからない。 
授業中の様子を観察した限りでは、大半の学生につい

てはどうも後者ではないかと思う。こちらから、いろいろ

なワザを教えたり、便利ツールを紹介したりすると、食い

つきがよく、それを便利に使うだけではなく、私が紹介し

たサービスやソフトよりも、使い勝手のいいものを探し

出してくる。その情報はクラスの掲示板等で気前よく共

有してくれるので、授業をするたびに情報が厚くなって

いく。 
そういう授業は、多段階評価になじまないのかもしれ

ない。スキル獲得が目的なのだから、どんなスキルをどれ

だけ身につけたのか、ということで測るしかないから、獲

得スキルの数を単純に数えて、パス・ノンパス評価にして

しまえばよいようにも思う。どうしても段階評価をしな

ければならないなら、ディストリビューションで考える

のがいいのではないだろうか。 
 

5. 情意面の効果 
 学力よりも顕著だったのは、情意面での効果、モチベー

ションの維持向上である。自分ひとり、がむしゃらに頑張

って、人を出し抜いてトップに立つ、という競争原理から

外れることで見える景色は、多くの学習者に心地よいも

のなのではないかと思う。 
 多くの学習者は、「調べ方」の選択肢の多さに驚き、「教

材化」の容易さに感謝し、「言いたい中国語」が結果とし

て言えているという事実に感嘆する。 
 Youtuberのように、ネットでの発信を高収入に換えてい

る人びとがいる一方、無償で人生相談に乗ったり、専門知

識を匿名で披瀝したり、便利なツールを提供してくれる

ような人びともたくさんいる。昨今インターネットの「変

質」を嘆く向きも多いが、この授業は、存外まだまだネッ

トには牧歌的な部分が残っているのでは、と思わせるも

のがあるように思う。 
 

6. おわりに 
2020年度に、この授業を受けた3年生の学生から、「こ

の授業で教わったことを、1年生の時に知っていたら、も

っと苦労しないで中国語の単位がとれたし、もっと授業

を楽しめたかもしれないのに」と、文句（？）を言われた。 
なるほど、漢字の国の言葉なのに、いきなり「フリガナ」

としてラテン文字の記号を覚えさせられる。你好（ニーハ

オ、こんにちはの意）が、Nǐ hǎoと書かれ、でも、普通の

ローマ字や英語じゃないからね、というのは、あまりに意

地悪なように思う。「サイトに全てピンイン表記をつけて

くれるサービスがあるよ」と教えてやるのはマズいこと

だろうか。むしろ、面倒くさい「手続」のせいで、やる気

や興味を失ってしまうことの方が問題ではないか。この

授業で教えたような「便利ワザ」は、オープンにし、誰も

が使えるようにした方がいいに決まっている。 

授業に翻訳サイトを使うことの是非が議論されるよう

になって何年か経っている。そろそろ、機械翻訳が間違え

そうなパターンを探すのはやめて、コンピュータをどう

使い、どう分業していくか、を考え、この授業のような「リ

テラシ」「スキル」を学ばせる授業をさらに追求していき

たい。。 
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